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パナソニック デバイスコンポーネント株式会社

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

ＥＭＳは適切かつ妥当であり、有効に機能している事を確認した。
新組織における環境目標の展開と2030年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙの達成のため推進体
制の見直しを実施する。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

〇電気エネルギーの削減･･･①めっきライン統廃合⇒完了、②大型洗浄機
廃止⇒完了、③樹脂乾燥機共用化⇒完了、④純水製造装置低圧ポンプの高
効率化への更新⇒完了、⑤照明器具のLED化⇒継続中
〇シアン使用量の削減･･･シアン自動投入機稼働⇒完了
〇樹脂使用量の削減･･･歩留改善による使用量削減、切替に伴う廃棄樹脂
の削減⇒継続中

認 証 番 号

〇電気エネルギーの削減
　電力使用量生産高原単位：2020年度比 1.0％削減
〇シアン使用量の削減
　使用量振出数原単位：2019年度比 16.2％削減
〇樹脂使用量の削減
　使用量振出数原単位：2019年度比 10.7%削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

（ＪＡＣＯ）ＥＣ９７Ｊ１０２９

導 入 年 月 日 １９９７年　６月２４日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 ＩＳＯ１４００１

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　パナソニック デバイスコンポーネント株式会社
　　　代表取締役社長　　　西  村　一  弘

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

 京都府亀岡市大井町小金岐４丁目２４

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

・環境貢献と事業成長の両立を果たすと共に環境･経済･社会の調和と持続可能な
社会の実現に貢献する。
・環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを効果的に運用し、環境人材の育成、環境汚染の予防及び継続
的改善に取組む。
・関連する環境法規制､その他要求事項を順守し､お客様､地域社会とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
を円滑にし、より一層の環境保全に努める。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

　事業活動に係る関連法規の遵守状況について、監視項目に応じて頻度を
設定し（４回/年､２回/年､１回/年）、各部門で順守状況を確認後、事業
場全体で評価を実施した。
　⇒結果、全項目遵守の維持が確認された。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

○電気エネルギーの削減：
　①  27,000kWh/月　評価○
　②　 7,200kWh/月　評価○
　③　 1,000kWh/月　評価○
　④　 1,100kWh/月　評価○
○シアン使用量削減：26.9kg削減/月　　評価○
○樹脂使用量削減：取組み継続　　　　 評価△

基 本 方 針

〇電気エネルギーの削減･･･①めっきライン統廃合、②大型洗浄機の廃
止、③樹脂乾燥機の共用化、④純水製造装置低圧ポンプの高効率化への更
新、⑤照明器具のLED化
〇シアン使用量の削減･･･シアン自動投入機稼働
〇樹脂使用量の削減･･･歩留改善による使用量削減、切替に伴う廃棄樹脂
の削減


